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完全に 一致 提携して ゐると いふ a 刺 浸 裹 
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ナチ スの 動き 

欧洲の 危檐 迫る ー / 

ゼ街八和?1十四 0 , ' |: 私 7? した < タ*丨.〇ン.<ルデア和 «; を把扣としたィタ9丨||}^<滇飢に 
紀呢を 祀 £: した' •タ =■ I •ムッソ y -1 銳 は， ドィッ や H |ゴスラビア似船ポ酌 18 ! . « , : 犯扣^^ |: 
し句ら，此& ** ^-- のィタ？抑1^ .: * 3£5 に「 *? 晰のむ » 1 此*01し4|^^祀つたの？^ 

印 <• 

町 w ^ »; t; t o a Ii c ^l t R 6 ^ l(' i5 * fK ^ u gl; r 1i Mi © ^ lll' l: * «c r o -c ,k ».r «! ^f<> *' ^r & 

ない 〇歡 *( は.阶 0 , ' の^*めに. «: 利の和齡 4' するのではな<, ??: にゲ £| , 0' 8' ^' |: , 此 1> , の料偷を 

、 

整へ ねばならぬ o S 々は 今 於 ィタ#-* 民を 軍人 1 £神ケ以て*へ上 *> ねばならぬ，鼷« <| ! 興 6 
もじひ*0 0 -,1 |: 把の^邮な扣奶の和， 83 : にょる，扣纪がが ^ つた明，紀ィタ9丨的把は 






一つと なつて 祖 國の爲 めに * i 起せねば ならぬ。 

とだ。 果して* 此の ムツ ソ 9 二 1 の聲呢は、 ォ— スト リァを中心とする中1把亂が * , , 批を * < - 
白する&のとして、非常なセンセィシヨン令 »* き起して居る0 
—— が*化甿にが 1: ^^べきは、斯1と^^和との «|; 化^のだ0 

ォ ー スト リァ* ナチ ス の叛亂 以来と 云 ふ ものは、 オ— スト リァを中心として-斯如と听欠ぽと 
は、 K に不氣 味な 税み合ひを «; けて居るのだ。それこそ*何疼- »? 粗するか辄らない职をでぁる 
の だ C 

しかも* ィタ リ—政 庥が 執つ た* オ ー スト リア 問 H に* する 强鼷的 態度は •ドイツ •ナチ スを 
して 槌«に憤激せしめたのである。 

だから •ド - T ツ •ナチ スの過 » , : 分子は*テロボ «|1 を 0? || ^ , して、|^*と 0^ ^.ィタ，„|即ぽに ^ 1 

6込みつ、あるのだ。 

これに *! ぃたィ す- f は， 5 nr ナチ' 不 ST 子の 齠 に筅 V そをめに鞀ぇて 
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雇 i i ! , ナチ K の 0 の底に沁み込んだ憤 «« は，こんな事位にはぴ^-.しないので * る。 

ナ？スは «* の «; 離が亂 *; がデで-扣に§、に「テ01吧 * , : 」を &* 斯して、ィ*リ|&^に1献3!: 
かせて やる 5 ^v afi ^J jiT ft て sgs と呢 へられて «- ft i 。 

しかも扣^ィタ-丨扣把が-ロ—マで^ドィッ“ナチス三以を泥ポした阳で化の三“把に 
S るべき!！！！ 5 を 所持して 居た と 云 ふ。 これに 依つ て も •ドィツ， ナチ スは 3刻 |: ィタ4|にテ 0 
|£斷を祀拭しや54.£4纪だして配 6 ことが柳るやぅに-ゃがて， 1«; ; の抓航は职职把1に祀ジ 
ベ*-® 大な I のを 齎ら？ すには S かない や- ■■'に 思 はれる。 

ヒ > デ > ブルグ元帥の遺書 

3 て •その ナチ ス ，それは 现在 如何な つて 居. 0のか？ 

ドィツガ統領ヒンデンブルグ元 »1 は逝去した0そして，その！3|||は八！^十五日夜，ヒツトラ| 
が 一把に必热レ た。 



此の逍进は*叫頁に苴つてタィブラィタ|で印されたもので*^1 ^ は千九百三十四 ¥! 五和^.| 
日と なつて ® る。 しかし* その内 容は千 九 & 十九纪の斯から »" き ^ されてある0 

しか ギのを如は-ヒンデンブルグ 7£? 郝；|_|き和は、ドィッガ亂船の船 ^: ヒットラ|^に和 

a » * »* »ん 

る 旨が 明言して あるの だ。 

t は 影 ナチ ス蒙 に S したが • 要- そ 6影を1 ^ し-扣には-ぎドィッ故 «|: 3肌^< 
ヒツ-.ラ|氏に與ふ&の满足を感じ-更 |: ヒツ上フ|が相はがの « , « , 者(ガ扣 «3? としての)た 

气 へし isl に 船 した 。擎は i ド ィッ釈 i は ® 备思_は- «;: ぎなき釕£の弒の 

如く . , ドィツ政潸の形式で再出現^„るものと鼠中る-&しこれは先して «? «; を 8 , - 味す 6 1ので 
ない，啦.ゲ^^の «'- 以4しては|^ |1 < 1? 把の纪 * ; を齡す，0〇 
更れ，帝 «* |: ついて»ヒ > , デンプルグ^^が «!' 1^と|^して， 

*: んに »'' 1| 1 , 9ぎ&る *; な*|黑藍 © 0 ^ ょり* 5|: ^ 4 の «* *1 が， #*' って ** |5*||!ぎ. «? ん：0|^ 



紀 UE ゎ 彼等の！ 5 念の 基 錢 4 r 爲して 居た ぎ 石， 卽ち布 制が 一! び 頭を 現は すで あらぅ 0 

备ひ «* って.鬆，|^~齡に ». , ; す6 .1'- «* _を «: , »' し1-^る。それに *11 1 < , へて，製 

#たるヒット 5 —に射し 

ヒッ-ラ|扣 *; は «: て 0) 衡影时姬デに航初咐 * , ^*,. )67 奶し-ドィッ «1 取 * 和邮 1|? 纪に狀 < 1, « ,: め 
大なる 一妒令 继めた 

と 云 ひ •ナチ スに射 しては， 

t* その 斯 5?; 起ぎ |: 1 於奶を ?- した斯 *:' 见那なものであった。 

k a : で • tltls c s'- -i- lei. L.ey-JI ^ w ltf li if ^ ff'i wi aitsci o ’l IK Ai fit ^ SI f ^ M* 

參 

ふべ < 八月 十九 B •一粒 投* は 明 始 された ので あつた 〇 

ヒット ラー總 技 就任 
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ヒツ トラ一の *'' 志は、 ドィツ 大統領と 云 ふ 名稱 はヒン デン ブル グ元帥 の# 稱 i して «； して a # 
自么は 法 W を 改め 軍に 「嫌 統 ■; として首相を*ね6と云 ... のであつた。 

しかし， その 冥 典* 文 宇は 如何 あらぅ と- >• 事 資上は 嚴 i して ヒクト 5 丨が 大 i な h 首 
相を ® , ねる 事で， これ こそ ナチ K の 檄成 的， ヒツ トラ ー の 沁裁 政治の 定成 ig ふ B C - ある。 

S -C - #の“谢 «5 扣であろが.八和^-九的は的阶で，ドィッ#財は纪 .|11 9 1 ' 4して> 0)1 *» をする 
© •か 私 であるのに •ナチ ス紀把獨特の宜傳が効を赛して.苹朝から各札 ©7 堪へは*蟛抓と1て^ 
めかけ-しか- 似" 影 榀の剛 を 啦4 祀抝 であった。 ■ 

一 ^ ^^の和とて^がが耐へ航ひにぽぎける“も对ぃので—ナチス紀阶は’それに搬へて， 
範 职 |: , «{ *? 肥 4- 松けさせた。ばかりではなぃ，^^抝 «.- -5£し，しかも *? 扣は， §: ; (7. « , が »? #! 
fff. 

であった" 

をの纪めに， »: か |: ^2へ.げって © 6 るドィツ則沿松，ゎざく配和 * , ばぇて*ヒツトラ| *! «? 



の 5 »? にとぞたものも料かつたふの铝5£5^は，ギ」餘か？のでぁつた。、 
t て- ヒ， トラ-が 韶邮贤 で 「 S 」 になる ベ- 蜇？ の r がぎ は 言.— は-翁 
粗 黯 の ゃぅに 叱 まつて、 

輪 

「フユ— ラ！」 

i 擊 を * 4 けたふの 7 ュ -5- とは c*e *'' w で •邮 r ット 3- *? ぞ 5 のに 他なら 印 
いので ある。 

し は 5 iv c :', を * , して ゥィルへ ル fe は. 紀 r ッ-ラ 1 を ». : . 吧す 4 V 波に f つてし 
まつこ 0 *- ; の 8.; 船は，妃に^<つて^ら5ともせ卞，しかも舶か 1: ギ雨4^が典來した眞夜+ 
4*纪ニ十的の&ぐラヒット〒盔と.ホルスト*ゥ*ッ*ルの职とで非1な限ひでぁつ 



ヒットラ—は把の眞夜中-窓を明けて 
队纪や S ? ふべ しで ある 0 



• »1 ^^の职 »: 阳1の閱免をしたのでぁる。蓋しその 
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ヒツ トラ— ニ 一 「四 一七 千 票 
に »* てふ » 5 のナチスの鬆晰*影が、和に撕 *1 として來6。 . 

が. ヒて 5- は； k の S ■に 献して-把して盔にはして厂なかつ-^ナチスでは— 
に妃黎恥の鎔を衍ヴた6でぁる。盔.その5ち避はヵ5ック£方.特に？ごフン 
ドの-ので’デはぺル”ンニンプルグ似ぎ和に扣献いて—ナチス喺’理記纪を認化する 
影 米！ ^ぴに-ィンテリのおぃガぽに髌されてゐあが認した‘冬^之にがしてナチ. 
スー »; の »; 货寶职ひられるとの告ぁる。 

f - ヒ ットラ- はで S 下, れてガ 5 如の€に ±? つたニ+耍「 ¥ ;ッ霞*及ぴナチス| 

:f - if§k,o^ 

0 i§ iu + &^ln 

Ku^mo^c^54> -^^O^r-Buno ioffl 

ゎし 知れ as . •£ にぃと まなぃ s な *: «' に羝す386您だ0.每の运鋁にょ*斯 



■(14 蔚街が擧斯1 & 4 の藍と1爲れぬナチ，<觀の 1(!; 組.^霖な<繁 #?.' に製„,れたこと 

，國 民を-人 4 豕 ナチ ス和にぢ—‘の需觀を製—ることこそ/チスわに 
飢 せ.‘ バた時 ぎで ぁる- 歆 邮 W 6 ®, 具 断 槊 * v は扪に 紫 じた。 窣 は ナチ ス鬅 の鏊 彫 
賢 りを 示して-右 計 *: * I L ' n > する ばかり だ-憩 紫く への gw は ^ に寶 いた。 しかしな が 
ら - «?. 愛す 51 B J ? i ag si 0 fI 8) OT ^ ls « f li .; J ;% t ^ «? 4 ^ f n . „^. o - c * &. r .- SIIgt 3 l Jt - lt ^ 
Igi して 一^なぃ。 K ィッ i si m A 4 までが • s - l :> i t ナチ K ^ b に ナチ 
爾の象 嫌と して • ^ 先する 0' が ^ らす ^, ^ すろことを ^ 1 は (£; |!する〇 
との 耍旨で 4る0更に-ザール.か|^纪ニ千の船 »: に挺へてょ* 

f ッ が I して ！$纪製は-ザ-ル& «: *< 擊も£影だ：トィッ監は-,> 

の人民役票で路教の苦瘉を九んに除き⑷るこょを洗歡してゆる^しかして^が抓めじデ—^ 

領域に足を晚みんれるビ、 
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と k ベて 居る。 

ヒツ トラ^と ムツ V リニ の 秘密 會見 

なつてしまつ仁のである。 

そのヒットラ-が * , る六和 + 0 ニ、十三の和 « 1 には，*'ァッショの «* 51 、ィタリ—のムッソ！ 

I: f #f. ir した。 そ s®v ^ < Tt 人 f 6藍でぁった？\推？齧に-どん| 
ぎた ts 料は * ,1 ぃ 。し f «; 把 5 れて 居— は， 
ムッソリニ「オースト*ァの邮がを思ひ止まつて<れ」 

ヒツ トラ 1 「# 桑 分 •そんな ことは ない」 

これが 佑^' だつ たらぅ と 机 ? , れて ® 6 ので ある。 

Hr. - .ぎ. ドィッが ォ-ス 5ァ を r 4 す f S して f ので 言*' か？ 






これは - ヒット 了が * 其 ^^ 「ゎが一一 ^ の村に ^ - の黠は拟斯 - 恕にデ .®」.^ 

つて f S から •ォ -K トリ ャ Q ナチ， <も ドィ ，の ナチ ス &辯 ^! |の «: «(? ©もとに藍し. »? 
し <ヒツ トラ— を 最 S 指ポ *i i wi いで！ j るので 1あ4 し-ナチ X の 「だ ドィ ツ起 *' の *!; 1 ?」の纪 
めには •先づ す-スト リアを ナチ ス 化せし め sy ら 气と泛ふのが航一で—奶に’ドィツが ^: 

A ^ i LA ^ e i KitK ttl . o B '. s . f ^ ^ ’ v - ^ o K .- iL - t ^ ^ ftT ^ o . ^ i JJJ fif Bfei il ' ^ KT si ss :? *? ** 
ら *< ろ 影5髴て ® になぃ *!? 5 k WI 錾 .」 gjg いて 言のでビの靡备邮するがめにも 

オ| スト 9 アを 合併して しま ふこ 4 が^^で * るから だ。 

處 が - ォ -K-9SK5-y^^^3!0 K : nu2 ti gzn * tt ^ 

+, 丨 K F =-アの獨1をぞ机して皆た。ド*フスの跗纪は， 

「ォ - K 丨 ァはォ - K トリ ァ职相 5系がぁる。製斯藍の溶の髮たることだ， 5!: -*< 

は完全な自由と獨立との.，ちで*この數咐4^を *? 3んことを »; すと 
iik つて 居 - C •ォ— ス --y ァ 纪韶の奶奶ユ i — ル •ファ ィ S , 




「吾々 はォ— スト リァ 人の ォー スト リァを 耍求 する •ナチ ス •ド イプに 引 摺り S される ことは 
%も ||: 姒を /«: じなぃ」 

と ^ んで 居た。 

だから-ナチスは-このドルフスが卸一逋の打知を »45 び、 «|? 55庁爲に移り、遂にオ|ストリァ 
に* ft を® させ* •トル フス 宵 相は ナチ スの兇 手に 倒れて しまつた 5 である 0 

13 f 前の 事で あつた。 ナチ K の 勢力が* オ —ストリァに道入り込んで内政狀態が危檢になつた 
と以 た イギリス •フランス •イ タリ ー の 一一: 國は •一致して オ— スト リァの 獨立 を宜 言した。 

4 タリ— が* ドイツと オ —K トリ アの含併を恐れるのは-この合併が出來上ると*ドイツとイ 
タリ I とは 8一3< を 接する ことになる。 さ. フ なると • 歐洲大 K 後に イタ y I がォ— スト リア から！ i 
o 受けた 地方には 今樹 ドイツ人が 相當に 住居して 居る ことたから， それ こそ 一大 脅 成で ある。 4 
タリーにとつては溶易ならぬ1大事*オ|ストリァはどぅしても*嫌两地帶として劣して置く衫 
5 が ある。 だから こそ •ムツ ソ >ニ拎相はヒツトラ|との密轶 |: 紙1 |: も ^ ニにも此の問8を云 




18 つたに如ひないとの *; 斯であるのだ 0 

-£ そして. ドィ！ 恕％ は 辯 l Hi して* ォ— スト* ァに sf して驾 # J を！ f » i いて to だから 
i •ォ _ ス . リ T £ の 泥に. 犯 gf «? された 辯 ドィッ 影 氍 氍 ^ で粟蕾のハビ 

ヒトや駐壤公使リ|トに ^ «, を斯らせ*ナチス}555でない此がバーぺ|を2 *7 が1として*ォ 
—ストリァの内比に干诛した取^もなくデ阶すべき ^- 志もなぃことを对ぃに紙吼した^^齡ゲて* 
為ツソリニから-此の話が持ち川されたとして、ヒツトラーは 

「當 ^; 、そんなことはない」と事ふに抱まつてぼ 0 —— と «; 5 * れるのであ.る 0 
1 ^ し 乍ら ナチ スの九ドィッ ±* 義は何 «' へ行く？ォ|ストリァの ^; ^ ||既は *£ して财 ^ ? 
となると こ ^ ォ，ストリァがポに游齡を «? し.しかもハブスブルグ « :, の斯？ォッー 
**. ル ム -q •新 ¢ 11 ¢ シュシュニックと 抵前後して-ィタリーを如剛-ムッソリ--齡 «; とず則を拓撕；^ 

る ばか 么 ，ォッ ►—絮 と ィタ？ 乾 製！； 藍との ■駆靜て ** たことに «" ぃて.ナチ 

スは 果して •どんな ギ i へゲ 持つ て ®* る だら ぅか？ 




，世 #?.：: © y i.. 5 れ あ *; しか-^盔澎ォ-ストリァの如 ±; で扣立し’矣は大备した 

衫 w' /hT H; «! ，松， ユ—ゴ I スラ ヴィァ や チ エツ コス P ヴァ ギア 等の 動きに t, 今後 や St すれば 赛 
« k ならぬ！ 8 行を 見られる であらぅ。 

ヒン デン ブル グ 元帥の 經歷 

# , 妒で-妃づ， ^ , .- は1^ヒンデンプルグ纪3,それから獻ガ «; 叫ヒツトラーのひと、な之ポ 
ベねば ならぬ。 

ヒン fN ブル グ 「。ネンべルグの誔」飞て’世絮氍，4に$の野を识した妃 
WT でぁる。 そ SB シ^ * *. «*: し？-^%* ス^ T 日蓥袞 »1 ' : . 於け*褽氍3ゃぅ 

な « 6 ガな如5|を舉けたのでぁ40 

:| . ヒ .\デンブルグ_齡はム地'方 « , *. のデとレて*1八四七 ¥!; 十ニ 5' -ざ|ゼンに生れた。父. 

s は ijg e ; , 阳は擊の您ぁつた® 



M + i の畤 .扼 ど八五九せの祀に.シユレ-ジエンのヴァ-ルシユ*，トに*ろ製累“ 

- A ? つた。 I 八 六- ufu 篮 の 窮影 . lir み.- 八 六 六 P は •象 5^して_記&ぬ 

したので める U 

ヒ A デン ブ ルグ誔は奶 ^ にも奶す-炤ちは奶しかつたニ兀 ^ あ似がぁると象の芯な 
そして嚴ぎもスチ—ム&跑つてゐなぃゃぅな落紫に纪らねぱならなぃのにもぢす.® 
ぃ明ゎの-がたぃ ^ ^ で-盔の鹗を阶み筘ら斯つて配てくれあ獻の的ミ齡らせて 
S し？ さつた。 ^ 4 f ン デンプ ル グは客 ゃ誔 l : , • *• へ！ 4_ か *. , . ； TSK だつ た。 

I 八 六 六 年の ブロ シ 1 ォ- スト リァの g si J は. ヶ —ンヒ グレ— ッ の «- .: 繫各て.” 

50 的 ©忠緊には裘氍：一し&ずした。 

累進し て &,に なつた S 一 九 o 五 ^ 覉齧 ゃ； ||窮齡ゃ.齡ふて祀©、16 

そ L T 1九11年 |: は*備役とな 0 た0 

歐 断备が製す.04.ヒンデンプルグ装ぐ 
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「 «^ 制の把忠邮£‘既. |^ , 呢ぼ ?« 如に »* け6把抓でぁる.この 15 ,: め |: は和】 |: 0シャ ¥ 4 を «6.-. 波しな 

ければ ならぬ」 

-^^ (，' ^ 。このず沿は’扣ボのドィッ^^部ゃ- ^ と龙いに ^: つて居仁* 

タン ネン ベルグの 大勝 

ヒ M ァンブル グが航 八 犯の^ ^繫を紀ぜられたのは-一九一四利八 ^ ー十ニがでぁ乃た。*^ 
して^ル—デンドルフが軍の嫌金謀長となつた。 • 

この舭 /\ 粑は，|^於から，ヶ1ヒス.へルクを 0' , 胪して配んで * : 气例の=露大 |« |: も敵乍 
ら对！ ^ «? 5 s を 似て ^ , * -^*货が |^? 奶を «; まし |: レネンヵンブフ1と* 8: |: *南の九から攻め上つて 
來ろサムゾノフ軍とに對戰しなければならない運命にあつた。 

その 時 •ヒン デン ブルダは* 

「奴ら す！ $¥ を# 滅しな ければ ならぬ」 



(» 



と •起 <雜 した。 說 敗鬚爵ル-デン’トルフもヒンデンブルグ-雜と明じく-シユリ丨 

ヒ ンデン ブルグ M はぞづ t ネン .ヘル グ 系の 黯 阶 へ サム ゾノフ ng ひ纪 せて •影し 
で應滅しやぅとの ^? »1 に即でた0 

で* 素ょ-* ^敵ょり劣敗でぁつ ^ が—レネンヵンプフ机に記しては-ゼしばか-^ ^: がゲがけ-ぢ 
を卷して-一っの蔚とし-レネンヵンブフ町が-製の职あして肥磐ぐ谢黯に此で 
なぃのを职 )«] , として.八扭1十3^1から三十沿の [1|); *:* 、 ± 1 *(6' 名|5で，すっか.5:^った駿 *4' 
の サム ゾノフ 軍を， すつ かり 包み込んで ； a ffls l: 八方から St *? した 0 
阳 の 似财は^あにぎに鮮つ-^船街郎抓じた齠がサム ^ ノフ奶は剋：^:-ノックァフトされて 
Li つて-死傷 七 萬-捕虜 十紀と 於ふギ |»? しい|^をしてしまひ> 

サムゾノフは自らビ ストル 有 

» を 遂げる に 到つ た。 

ヒンデンブルグ元帥は昂然としてタンネンぺルクの犯此を献つて定ふのは- 
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「 *' づ ，サム ノノ プの 扣如 ¥!: に跋して，取いが *7 ««* を以つて如5,薄いと 5' つても弱いのでは 
なぃ0科 ¥!: の *.' ± , ' は5|配の- ^- ^ « , ぎを ^' して居る。 ». 後には彼等の »; *; . ** ^ ; ^ 既船 £. ». 
黯鬆祀の奶りが*る。こ、に齡つたのは ||? *«: な斯 &; ぴ齡 7 ,, - *'シァの私 ± , - で*る，か<て |«; ぃ 
¥郏甿が 0 シァの和如ず恥の於 *: '0 ; **- 6かも妒れぬが*それが珑れなければい、のだ0そして， 

ぎ？ 黎一 が ^ て tk に、 二つの 豁の筘1* «; 私が •颭鬆 褽を誔してーを賊す 

5* のだ。和に*勝つと 2'- ふだげではなく-氣楗を以つて，献 /*( はサ /. ゾノフに當らなければな& 
ぬ， (-7 ,[ がかと 5 , ふに，' 1 ; ; 賊は、和ちに航ニの »" |11 + *> ,, レンネン*ッブフに » 1 . して無拘束の ^ 動 1-. 移 
らねばならなかつたから」と。 

こ のレンネンヵンブ以も如邮が探マッ-リァン甜一^がに辦つて-势にポひつけガ敷させて 
了 0 た〇このタンネンぺルグ の 黯こそは 1&* 繫 «; ¥の «:. ガの黯の-で*つて*これで，ヒン 
デンプ ルグ 觀： i 藍して し* つ ■た。 

この！？ の ヒ MK ンブルグと影撕辦ル-デンドルフとはー惹パ拟にがけろ點私邮とぎ 



M 薦友三 郫金阶鉍のや〜なものであつ^それに纪いて-ヒンデンプルグ”抓は 
1 「自分と ル-デ •ノ ドルフとの i が V 咐の &* ぃ对阶みたぃなもので*る0 *| 防.7ま< «'' つた齡 
斯だっ た—」 

と紀呢ゲ！} ベて sgKJO 

そして . ヒンデンヴルグ於1 » ド1ソ’為為&,?べルト&ぢ證 »1 し紫)が！九ニ 
五 ^ ! 3S I 十八 爵 iis fi? し谿 の！！ 髮？ .肥 へられて 梁！^ なつ STt そして 
昭和 七 杖に 胞帘 かくて： ^ 5* 八 55 1* £九妒.衝¥たのでぁった。その紫は |£* 浐ぺき祀 
5 地 「タン ネン ベルグ」 で *! m され： トィ ッ K に r る ヒット ラ— の «? 挪なる »: 呢のザぎ 
痛なる 哀掉の 言葉は •也くラデォを «? じて-矿 *!! の歡バの取に艇把したのでぁつた。 

% 

ナチ スの 焚書と ナチ ス藝術 

t ッ -_ Tl a 5 f す ，〇 ナチ Ksi - r は‘ づ棼 AJ 影 V ぁつた。， 在：！！ て- ヒ 



25 〉 • 



ッ トラ ーは 其の 自著 「我 •か K ひ」 の 中に* 

「嫌 *" だは^^ ^ の断獻を船かに ^ して^これをぢも纪ザもなぃ^^&に變へてしまへる和 
をょく纪糾してゐる0巧、日 ** ^い云かァジァ國家に同じ *' 命を»する事の困難なる琪もょく承 
如いでか 6' 0これ齡 ± ,, パが、この|?1^を衝らんとする航に*まづい ** ^* 阶かす々と” 6* 野安でぁ 
foo ep: K u 0? J^< AJr は* すべての 那 ^^、が於奶狀のががにぼかせんとぬろみて ^ る。 ^/ ^-^ 
势斯犯に挑して ^: ゲたと祐じ封齡ではなぃか」 

と •我 H I : 私しても 說き 及んで 居る。 ヒット ラ— を *&? »-ナチスの »£ 太人を拂擎す6のは$ま 
つて 居 3。 

ナチ ス は ^ l ^ r 」 a ! 太^ l I - r i ^: した。 そして 妈五和 n 允 藍 •か* 

「一如の！ {:斯 ja° 邮な 齔祀の识祀を祀$ず」 

として’和和ナチスの祀船を把切したのでぁつ^しかし—これを氣の如^^の概咨のゃ-? !: 

对 げ 5に5|ぎ立て ?: 1 *» がぁつた。が，それは.ほんの札心な大事生の恧戲で 4) つ仁 -0 みで，ド 
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イツ 人の W 稍 神は •そんな 無茶な ものでは ない ので ある。 

ドイツの SI 傳だ 斯キョツぺルスが « 4 る||||敦に斯して*この如亂似 ( 0 , 私 $ 0 - に* 
ff - n p :^ として 於ち、 ^ W を奶 に！ ^劣としての說舞ら祀>らる“は、これは 
贵下 の 自由な る櫬利である^けれども^それはゲドイツにぎをぎぇた’このー挪の纪姐に祀して 
#* 7» が ». 治晰に斯||- 1 1:\ にゐられ6 »1 を ^ 祀とするものではなぃ。齡55も一の|^ ^" あ60识らく 
は 俯ょりも 影に して， ぁらゅる ものを 接すろ 藍 f ぁる。 紀 らしぃ ドイッの 影を 惑 VSD 
^<は * こ、に航献航ぬたる «1 を211 *5* するのでぁる。これはガ沿と泛ふ ^ 彬から*^^とゴふしつ 
かりした一つのぎを成した創狀献を啦り此すべき’紀い和把ぁる把阶を纪はされてゐる ^ 齡和私 
if . 單 にこの 甬者が相結び付いてゐる丈けのものではない。更にぼんで、ある ^ 6 を 

故に余はドイツの|政治家として-贵下が亂めんとする « *1 , すべき取航^ «:: *? すべからざろ配 
術との哪 0 ,; が ^ , 組のみを配に齡めんとす 6 斯は^^なぃ0|^|ボがぃ ^ ^^なければならぬのみ 
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ならす* 郎斯に 断 思の ものと して 於 和 ゲ 5 i へて ゐ なければ ならぬ。 S : ひは 完全に 國民性 自身から 生 

れ f: r «; ^ みが、 和 組 レ紀てかぃ » 私 ^" ぁり，幻、その职民の 6- «) に仏られて、配民に俯ぎかの 

衆 義を » す ものが、 好い 藝術で あると 云つ た 方が ょい か t 知れない。 

紀 那 邮 * 1, 5#にがける »? ^ 拉びにおを奶むるが叱把が邮デモクラシィは存 «. を1すべきでな 
> o 

tv 

Jef*- くの 如 4 ^ ^; |- *'- せんとする «: ゲは-.印 « , * 」 »? て斯 ^ をして ^ #( 1 に ».' する'^心 «. ^ , «* を * , . は 

しめ-餡 S は， s f .*- 落 ^ 

る 明 肌に 阳如し，敗ぢ紀められ & に $;; るのであ3。 £?: 狀^好ぃ&のでなければなら^けれど1 

それ S に • *; ぎ in * r し， 監に 8 し.ぎ剛耘でなければなら< 2 」 

1 .. 3 «' < , --, £に，^^のドィ 7 に * 11 ' , ぎ」5^なる酈和 *>' か船笊し.し ** も.それ |: .>ィ 1 金 
*|*' して* 6 と云ふ事に闕して， 

「それザは.ぃかにドィッ 9< 髮 ^ の磨に*穿£ぼダ « ,, が敢くはぴこって居る配 » , : に外 
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ならない。1面に.參に盔を配ろ »7 -が*いかに8でぁ.0か*和すも？*,。。此の齡£ 
は 世に* 6*5||で*る。 * :, :^はぬしくお&品けねばな6<!。船し*それは疋の黯扣にの* 
限られた事である。 、 

た事祀は-(|^篇ニ。がら-.讓ポ£い *| では？が，これは憨の冢に祀する^^の 

反動を 現は した ものと #? *へ4れる0 

伸れに致甘’余の ^ へる忠-ドィッに财ては^すべての奶の职製の褽に紙して&篇 
ぐ 5ことなく’|鋁，の野 ?- ^に觀，|るにぁ4-けれど4邮に ?; 下のデはる、 »15 
<• そ 6踅ぞは.|§影に緊ざるがなけ5なら£ 
i 、 £の ない， 益な-案 ばか ゎの氍 和は 駆で ない i . W ちかに 娶齡 は游 して 

ゐ 5 ので ある。 

ナチスの求？貊〒ドィッ »: 咐？のでなければならないので**。ぞにも紙ニに<奶 



_黼でなければならす*愛_小說でなければならない。 

だからして、 先づ ナチ ス藝術 として 推さるべき はヲ アグ ネルで あら 50 シルレル も參考 になる 
^ 511 でぁると 游辦 は * 4 - ふ*そして*奶扣如はれる «1 〇 4 ナチス |!1? の »; んどが、 0? 职 ^ , 斯财晰斯挪に 
B いて 居る ことは 面白い。 

斯, にがけ る齡 *" w 辦於は • as f Ai が、! sf AJf T ルクスの 亂 $'{ 新で あると 安 ふ點に * 最も 多く 
の厭恶が拂はれて居 6 のである。 

ヒツ卜 ラ— とは 何者 ぞ？ 

さて* アドルフ •ヒツ トラ— とは 如何なる 經歴の 入物で あるか？ 

匕ツトラ ct * ,: ? lj , © ムツン =■ - l si w と吼じ < *^ 家の子弟であつた0ムツソリニが，酒界锻冶 
ぼの料 ^- であつたやぅに’ヒツトラ—は’が扣^^^が矿仅の矿渐く札撕むとな气しかもルの 
^? 坑奶のが纪も舶かにして麥^-,免 *2. に^^して « 1 ?: “の斯ゎ如 +- として 4; れたのであつ |: 。 




30 ヒットラ|の父は、どぅかして獨ゎ息子を官吏にし |: いと思って其の敎養に勉めた0ヒットラ 
C 翁 

i 1 が 十三の 時 •遂に 此の 父は ヒット ラー の宜吏 姿を 見す して 死し った 純 ドィッ人の 母は •女 
の 手 一っで •彼と 彼の 妹の 敎 WV I : 一心にな った。 しか I •ヒット ラ— が 十八氣 の 時 . iaf . »? から 
肺 患と なつて 死んで し まつた。 今や ヒッ トラ— は兩親 共に 死別し •いよく 献 い パンを 得な けれ 
ばなら なかつ た。 

ヒッ トラ ーは •街 雷の 志を 抱いて •二三の 着物の 入っ た 行李を 唯一の 財 產 として* ゥィ— ン 
にず て •敗 ^ 取奶の“敦めおに献じたが- ^ 歡が斯した^それから^燃は^^の&祝になり、 ®? 
にぺンキ屋になった。當時の生活をヒツトラ1自身は、 

「私が 最初に 見習 大工と して •それからは 一 ^ の きとして、 封いバンを”めねばならなか 
•0 た 此の 五 年間は • *?: »• と^ !||そのものであ 0 た。か5した苦勞にょって ^ / たバンとても |!11 を啦 
ぐに も 足りな かった。 1の ||11 こそは «; 時.^^ «55 を組れないで*あらゆるがぞをがけた|1|の狀 
S でぁっ た if ひ？？ めた m 献は く-がの 船し ぃ^^んで がた もので ぁ气 

r iap • *. 5- . f ^ . b _ フ ：。 f D ビ舌文 比の 逢 器な 友との 
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1 f ペラ 髮に T ば - f ぎ rk が iT 日 " ％ に f ¥ 仁。 $? の黯 fs at ff® 

K の彰羝 で k なかった。 に1容す*辞：の浴に- * , ' って戈っ|の勉强 
*し*。 «: 1 »1 の嶄に. © 1 く ||6* れに髮ド飢して.*ぺラを£0く «-? ほ，私の唯-の友& 
#: くの 見物で * つた」. 

と ^ l « r して 皆， 0 〇 

*? 斯ド ィツ ss ® r 治 は 齡 X ク K ii tBf と 云っ てい、 位で* った。 

が* ビツ トラ-は 紧 f X ク K ii s と •を •その P M 1 气氍な ii ' r で 繫し たが 
私 に マルク K * i 58 は Islf ざ^ 配を £!鋁 せねば 1 撕っ n 。 

そして. 111 - のニつの把究の 18 果は， 1 :" ツトラ| |- . 

r lti ti 藍は d it # 1 で* f 」 

if iir f a 1 —。 す 言衝 ”巧衝， 肥 me 匕ツ トラ-で— 事毎に •アンチ マル キ 
p ^ fL . ff ?. i^^lf ^ f . 
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*; -0 ぁ o た 0 

ヒヴトラ—は當時云つた。 

r |-ルクス# «|* の和 *5 ,は-1に *; 1の& ^ でぁる」 ♦ 

XJ 「 ffi * 如の 纪 狀ねは-阳ド. -|.'; 4ら.マルクス封 *| , |: .1:-, 1 : 把して © |, るのではなぃ> «* の !!; ^; 把ゃが 
也料が歡ぃので‘か阶ねは把して阶扣赴&に扣和するものでなぃことが掀哪した」 



常時 - t ット ラ— が崁拜 したのは 汎獨逸 知 義のポ 相 =*.ツテル* 7 ォン*シユ—ネルと*ゥ牛、\ 
ナの 听糾で. £: ¥扣的1 0) , ^|^ィゲルでぁつて，ルの咐纪は扣 |: ヒットラ|を& 8* し |: 。 

そして、 ヒット ラ M U 純 獨！ S 文化に たい 爲めに • ~ユ ンへン 市. 」3|住し仁0其處で匕ット 
ラ— は 師 となら 5としたが，とりぁへす，ポスタ|描きを«世として、自己の主*主張を 

is^^c^ t ^ u a- -ll-ic L f: 。 • 

ヒット -フ ~ が 飢 敗の中にォぺラ見物に出播けた心持ちは， 



「 2 i r や 丨は畤 代の 反 晚で 46思想 0) 表现てぁ，3。だから |1* 逃してはならな中」 

i 云 ふので あつた。 だからして •切 C つめた 1 活の 中に t •研究 的® 度で •それ 等の 興行 も®. 



« 見に® つたので あ * 。 



ヒツ トラ— の戰動 



大 想 ，ヒット -フー の 国籍は 填 太 利な ので ある。 だから ヒット- フー は千九西十四年ニ月っに填太利 

に 3 R する 兵役 典務 UW まして 居た。 - 

しかし •把船ガ «; が航|^-' & 4-ヒット5|は糾和^^でぁ ±. 理がで，航紋 « ; 私疋に齡取1>ゃ 

5 と 快 心した 。そして* パパ #+ »5 府に 志願兵た らん* を 5*出て許？れ，バパ9ャ * 1 «° |^敢 

十六 职 »: ; . に5^|し，剛犯十和 + , 0 , - には*祀紀に此たのでぁつた〇 

匕ツ トラ — が した sg n: l2 , *r: RI i:h4 5» )!l ! ^t fc ! ss? ISI mi 」 T *l i* .c B? g*^ T 4 *i * : w T 

/ . 

** なかつ た カレ ー奪， 3の目的で白再義の西方北海岸に面するフランデルの戰でぁっ仁。 
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把の 1« 斷で.ヒットラ一は|^紀脱のガ活 «17 ^ , し ?: 0そして戰友が、ばた'—-と倒れて行く屮. 
(- ，紀じ九把に一^^ ^ 斯歌として^^を阶てた。 

和が、 パパ 9 ャの似 .ゥ + -.シラァのが和で，ヒットラ*-は. ^- の辦 |: も挪る¥^殊舰を現はし 
批阳^^に-一ヶ批で紙十^一到抓街^^けられた。 

ヒットラ|の齡职 |: , »* ける祀职は-撕 |: 1 :^^^い.0ので * つ |: 〇ヒットラ一には ** 庭がない-, 
だから /£ , 私な板 0!' , は，つとめてデ起のぁ'<^の沉を似つて挪めた〇それは纪 -< ,; 虹断 ^, ,韵 «1 ^ 
* k 見を 異 1: する^<であつても，ヒットラ|は公；牛であつた0上宂にも间僚にも*いつも ^ »> 1 ^ 
er 时の沉 1 ?に时で- |« * 1 ,- からは此の-4もない親しみと懷しさと，55賴4を寄せられて居仁。 

千九百十六 ^ 影 »1 組に齡て.フランス朽が絮|^した啦に.ヒットラ-は.製の » 0 私 
で， 配|6に紀如した*そして1纪5^|したが.犯啦三 !!| には财 ^' 邮职，へ飢はれ*財邮して，フォ 
ンテ »! の紀には1和 4 , 私船どを板配5れ，千九百十八把1の奶奶劣 |: は，ヒットラ|は-轧#で- 
邮の 於奶一^-十五扣を紀阳とした。 • 

^ り | 6 ^:. :-4 ^ ^^* ^ ト1?;>15^ »; ^; ?1ヒットラーの|| ;: ^; られろ ^: になつたのである。 




阳 s 名な ii 如で. f 和1$ £>1 治**ッ-ラ-&に阳られろ亊になった0で*る。 

失明した ヒツ トラ ー 

だが*ヒット-フーは*抓ぎ ^; «? ぎの *: が *? の防に*ゥ牛ッべル |« かで"來 ¥^ から奶射した*ゲ 
ルべ、ブ0ィッ矿ぎ(始^^|ぬ «" )のぼめ 1: * «^ ^! し-が #^ |: «17 抱を !8; じ；.！が、この爲めにー時 
失明して しまつた。 

で •啦 ¥^ 鄉似^^の5|谢をした。 ^*- の ^ 私 ^> ヒットラーの把 »;; は ^ ? しかった0ザ親の纪 1«-' も 
なく、しかも1断ドィッの «^ どデへば，"私1く歡 ^ はか-^奶#したヒットラーは病床に神に 
祈つ たので あつた。 

「 #: ょ！ ヒツ トラ ーの^を哪き脱へ*ヒットラ一は耝 »< ドィツの爲めに立たねばならぬ」 



帝政の 沒 落と ヒット ラ— 



キ一ルで水兵吖革命がぁつたのが千八百十八年十|月九日， »; * , - 系に乘ぜられて*ドィッ全《 
は疋 ^ して疔つた。 

祀祀の勒4 1 < & »1 »' の «?. 4' ¥ , |»1* いた 1; ッ.*.ラーは*鉑斯* 80* が ^'- 斯に |1* ぇ 111' : して *' て£5たのだ 
が，把の * , : 如を *11 , - ると， )&' , を >» < ひしば〇-纪劣を紀って，' ».- »{: 把 «; ゃ.0於なく . 

r 献 ^賦が把んで-ポの抓ゲ谢ってば和-奶い一一ことはなかっ^航紀ボ似に配财が^^でぁ 
つ た |^{ に*扣 |1 , - 取つてそれに »!; して 3; 3£: 1-1 しな 0 た0 *5 い »: ^? の1 |: ,! ,從 0 , - «1 * , ) - が «? ギいて »^ れる 
のを 目撃して は •自 I の 苦痛を 訴へた b する ことは 罪惡だ と 思つ た。 彼等は •トィ ッの爲 めに 死ん 
.^■ のでは ないかー ® J に*. iit ^ の 松い 和し い を mpv ^ Bsi c . i ^ K OT ^ ^ ^ . i ^ slf ^^ -r 
最平永 久 に 見ぇな くな 5のではぁるまいかとの毈念 |: 1樣いてるた時で5へ，良心の叫ぴは私の 
1^ ぞヶ£:っ_た。 ^; けない5?ょ！ *:1 : *- か ^! ^* りも »7 3 (.« も^-封 |: なりっ*6るのに，奶 |1* *:* *々し 



くがくの かと。 かぅ して* ^ ^： 私 かに 私 ポ ^ の ^ 蔽な取 ^ を »^ へ ^ んで來 ?: のでぁつた0だが 

W と 安ふ ^; は*どぅして ^ かないでゐられや*?か？私は初めて、此の祖8の最大の悲運に際 
して、％こそ一挪の « = 以^: 1«? の斷きは俯でもなぃことを扯つたのだ。 

かくて 一如は 纪がに扣 つた。 あら ゆろ 犧 W も 如がも*死の應念 1: 1«||. まれっ、忍んだ飢甩も* 
W 萬 厂の死も、紙ては無駄になったのだ！。 

ドィッ の製が航む仏ぢて‘の髮の-ぁと贤游る^もなく^影に象っ仁こと 

ょろ配^^の把批のがかが^これだっ ^: のかマこれこそ一断の把廉恥な裏切老の仕業ではな 



ドイツが マルキシストの 手に 落ちた ことは 彼に 取つ て耐へ 難い 汚辱で あつた。 
ヒツ トラ ーは苑を|:ぃで泣ぃた0その泣きに泣ぃた淚の底から.ヒットラーは* 



「ょし！どぅしても立ち上る*租_の爲め |: 丨 



.ッ 民族の 爲めに ！」 




と 高 《叫んだのであつ仁。 

/ 

ヒツ トラ ー將 校になる 

那 i 対 wvi れた ヒット ラ ーは*那郎すろと、一九1 /\ 紀十1 ^ "術& »; 防に齡ぽした，が， 
以ぼ咐が和5:^私和^^ #;. ^^阶されて « 6 〇 '0 で紀ゲ ^ 漱を献じて*把 0 1 : と辦に_附が脱紀され 
る 迄-トラ ゥシ r| タィン 二 W 地した. か* やがて， ミ ュン ヘン 市に W つた 0 

さて •ヒツ トラー •か •ミュンヘン 市に 歸 ると • レ ー テ 政府 (共 產 K 政府) は、 ヒツ トラ ー を 革 
が於亂^谢祀と亂めて*撕 »? しゃぅとしたのでぁった0 
その 時、 ヒツ トラ ーは捕 »に 向つ た 兵士に 大哚 した。 
r 啦を rflli へ K ?? 術へ るょ“ 抓に • ** づ * , «: を1 *? の”に ^5 すぞっ！」 

そして-武器を かざした 0 

兵士は 此の 勢に® れを なして 通げ たので あつた。 




，今〉… 



千 九？ 九 ^ n ^ r デ 器；^ つて*!^ 吞 »1 十松は齡5れ.免|^は<.、ユン< 
> に祀断して，粒献の见勵は*.- »| く职 ^ へ^5した0 
街つたのは齡”ィッだでぁる。 

犯站ぎ1|は-柯献祀に时して-矽«を钯詗した〇そして.ヒットラーは* 12; ¥< 4耜でぁ*0と &; 
紙され て. ニ i KS s ^ nrT , s w :, n^m ぜられ た。 
それから-&氍甿の誔は..髮 8 4 ぎ踅して15る-^ふので、配詬钳资陬かれた。 

f i * , て ラ— は、 ぐ 挺' から-チれ •て i X ■' 歡 sm - r & cn '- 梁 船 . rr l : 器 

? れ n - 

その ®; Nf c で * ろ* ®; に t ツトラ ー の かめに， ナチ ス のブ3グラムを作 /$. したゴットフヱデル氏 
i isi ii ! して* ゴツト 7 H デル ft 1 - の 「 k - T *'- の ^ li ? J と ..» ムふ ^; 說を »1 いて*沉< 5§' 励したのは — , 

勞働 黨參 加は 足場 



ニ… •（切 



ヒットラーは又-當時の政 ^ の命で、汸慟黨の*況調査をし |: 。 

その愛见 #^ 5^ミユンへンの元のシテルン*ネヶ<*ブロィの麥酒屋で開かれ、共の最終日 |: 

?$ ，{♦パ if い ん * » 

「パ バ 9- ャをプ P シャ よゎ獨 立せ しめょ」 

と 犯 ^ した o 

すると* ヒツ トラ—* は •すつ くと 立ち上つ て • 

「似ての« の •和 だ！」 

と-溶 認 組をした0その黠は_おして-对ぃに思 ^ れたが-その氍-ヒットラ 
丨 は* 勞勘黨 へ 加入を 强软せ られ 仁。 

その 時，*! ット ラ— は考 へた* 

「料 ^ 配お啦把 *5 を机ポす*0纪め |: は*14ぎ觀 »; へ ^? って-それを^5にしやぅ」 
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5 Jt » f «;- へ A ； 1 つてからの ヒッ トラ ーは*それぎ同黨を牛耳つて居仁*アントン"ドレクスラーと 
t * ふ歡 §歡の^&を 58: 4 き «* せて*齡^^になってしまった。 

そして こそ祀 れと⑷ つた 25 た が* もぅい、 だら ぅと •千 九 百 二十 年 二月 二十四日に I ユン 

ヘンで、 H 繁 をぎ して •ナチ ス影 梁 ?； を 组 したので* つた。 

が の *: ^ で 抓？ 一? 5 ^ の *{ 和が »4 齡じた。 

ヒツ .トラ— の 時世 觀 

把のニ十 7£ ヶ飢 0 , 撕 61; 4' , »'. ける献に* ** づヒットラーが，1 « , した時 «:. に排す6觀银を述ぺ6 
杉 职 がぁ so 

K ット ラー は •先づ 第 I に， 

◊ a' ®? が 紀が cw o T ^tws n .v /v' gT t -o。 

◊ xr f S は g £ * t $: ffli •挺 影. 鍪 菜 ^ 絜氍 |:* 松ゲたにもぢす，您：^恶 
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3 の® ffl の 施 3 れなか つたこ io 

•Y ◊ «? 賊が » < |^ に ** らて*ガ ^ か怒 * 1 -' || , : に浓じ.め'」*乾くの^^を阳し.扣記索私の 

把配加ド批歡して配配のが奶がぬひなったこと。 

◊斯 *; した »«:. 4がが |: 化ふ'0 1: ,财郎抓 * , ; 说< ^ 心が *±1. * 1, - 紀批じて， « 1 ?1)'- ;:. 财ては | , | «, 似が «( 4 ぇ 
ガが JS -= め，^ -和献だ以紀ぼを知^/纪 ^: ぁる粗まも阳^^を把纪ふたこと。 

o 配^ ^から繫してぎ把 ^ ^ は，$のがをぼして*|^部眷となり* ^ «^ 
が f を m u B なぃ緊 #ち$ ぞ f - 射と して 犯 spf f れ - *: 理が 1 |って 1- 理が„引 
っがみ“阳撕陳に呢するお阳は‘の辦を阶はすして^ぎ配配ゃ’齡に纪って把 
船 SSVIEess 則と なって 51 航.」|| ら な- 0“阳を级するこ4ミ ?;; 可啦な范が.纪3 

家に對する奉化心^ない祺呆れ仁ものでぁること。 

◊ ► ルク ス封ぎの ^ んは，此把を斯 «;- の和 ».' «; |-. ニ化し- »: 々阶 |6* せしめ- »'' "£3 萬の *^ 者が£矿 



V 
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r こ い A 4U 

何處へ行つても見當らぬこと 

◊紫に f 

も. 齡ゃ 1: 話 «1 に亂'レては- »/ 说髮して *5 も «; みなぃ* 俯の s f - めの# 1 であるが* 何の s 
めの界問であつたかを疑ふこと。 

「繫 の M きぎ 1藍5^は：トィッパの ^ 1をぎて"居るだらぅか、ぃゃド"ッ魂を自ら 
配 ^ , ; 心 齡し 作もので：トィッのぎ把を位くするものでぁる0私つて此の他に扮て姐』てはト 
ィッは 齟 r 。 これ こそ Kr の髮 - 鋁の絜でぁるから，黯疋つて «| はねばならぬ」 
これが ヒット ラ ーの^^にかひんつた信念であつた0 

ナチ ス 二十 五ケ 條網領 

さ、て肌哪のナチスニ十五ケ條の笫ーは 



"•«* ぐ M 



I * 我々 は 各 民族 &決權を基嫌として，一切のドィツ人が大ドィツの下に |«|: 結することを耍求 
する o • 

1 . w wv i' w? #^ 时妒 甜を奶 455 する。 

つ i り， ヅ工ル サィ ユ平 和條約 i , サン ゼル ►ン平 和條約 4撤«す 0 と云ふのであつて*こ 
れは 价 太 利 ic ® ム s* y 9 ニは 唯一の 支持者で ある。 

三，奶 ± 1 と船 31 漱と令 *; ^: す* 0 〇 

B* ^ flti ii CD' w 把 と职扣るものは’呢べだ配のみであることを配する。 

つまり 氣 敎ト： の 洗 禮で は 駄 B であ S * だから 挹 太 人は ドィツ人 «の一人たることを得ないの 
である。 

五*ドィツ國民たる》得ない者は寶客としての|:遇をなし，取 |: ド4ツに於ては，生活する事 
が的されるだけで-取が^^のがめに-斯忠せられた如扣の”に纪忠じなければならぬ® 
穴.把祀尬ぴにば ». の *4 , ' 1 |: 4 ,: っ把は-扣 ^ の.トィッ斷奶に 0) み粑纪3れ，0。 
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セ*虹ぎは* »; 1に »1: 敗の ^: 必收ぼを配免し* ^; ^; 文定ケ »1 , する满 »^ があろことを政 ||) 1: 架 

和し^萬ーにもドィツ纪配獻の^^あ纪を呢することの出ぞぬ ^ 合には’邮ドィツ人に非 
r 6 私は ii ^ lr ' ilr - ttf する。 

A •ドィツ A ；； にあらざる ^ ( »; f Ai ) の ^ A * 55 を 禁止す 60 
九.*らゅる断獻は，啊割なる ^ 利 || , 淤を|^すべし。 

十-^^の »5 1の » , ,は仪 #< 令|^ならしむるにあり\敗」-^の榀^^齔の範甿内に於て， 
** い *, 4の蜇を拆るを褽とし、 ^ て鬍の£に製すべからす-それ奶に“の ^ 
呢を iiw す 5。 

W 

+ l 、 p 勞所得 の设止 o 

±1、 一 抓の 配がに ^ く跗龃と肜魷との繫なる镢泔に雜がすれば-敗妒にょる個だ的致富は 
髮 に 挑す る と# T * だから ^ の擊觀 は S ひ S する？ S す 60 
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十三， 我* の (從來 の) 一切の 旣 |: 社#化されたる企愁(トラスト)の5^を 3?; 求する0 
+ 四 •孤 V は对妃 愁に！ {け. 0 籼 组紀 in * を ®: *: する。 
十五^^^はガぎぎの如^一冗度の^^を^^する。 

土 ハ •邮 •»( は M 紀な^ §狀 <(; の卹敗と «' の||^-百 «. ? . 戚の邮^^和似 »|| &1 , ぴ^^|^に ?);: する. 

配 獻な见 妃を ®? 和す る。 • 

# 

十七 •ドイツ H 民の 不動 商の 保 K に M する 適當な る 法律の S 布令® 求す る。 
十<,伤沿を纪す-0 «1 は ».. 脱す*〇。 »! «*' |: »: : - す5奶|| ^ ^' 1 % ^ ^-於 »( , 邮称职批は.ギの¥ 
M » ^ » i を pi ] 1 !!: す ， «? « ; , 1:'' 此す0 
十九. 0|'あは «? 辦拍纪だから、 ^ ドィッ犯に *7. 5!; す*0〇 

二十 •ドィツ 职把！ ^^を把祀し，ドィッたとして|; 1^ ぁ.0ことを£^する。そして，祀紀ね « .- 
本人の 身分を 邴 はす •ず s 2: ffli の g を M く。 

II 十 I •斯 ^ §把 |: 的がして，妃と辦 « 1: とを赶对に把 » 5 し，似 «5 で紀狖する。 



你 年 i 働を 禁止す る。 

ニ十ニ、ドィッ断紫繫ど影して*船髮 ]|: 1 を «;: £する。 

11 十三.! ! ^( はすぼのが^^ © , 挪と.献邮 « 0 にょる *? 布に抓する_制を *» ^; する 0 そして共同 

i に 念は 筇 する。 黠も 抓 f f t のは ft 止 i 
そして、 ®: 船， の歡游 ゃ繁新 は 7 ッ A ]: たる 斬を 奶し* |»1 てドィブ語でなければなら 



too 

11 十四*似 «:'; の^^を配ポする 0 



た> し • »;- *' の 松 祀を呢 せす ••トイ ツ だ松の配斷に见せざるものでなければならぬ。 

5 ニ十五-货の »^ |^ € 6の 0 ,: めには*|^は断 * , の « *: なる的 *5 « :, がが^=^晰家1 98: ; .」 

- 47 ) 祀 する 辞 K ぎ #:: の|^似の緊と.ギの-紀鼦組を影す今 



そして- ii - — ilf 。 

l*i 3r • 

最後に， vv 

*1 指宏は • s の螌 sspf 鎔ぁ らば“ f ぎ 54 r す。 

と云ふ、竣嚴なものである。 { 

ギヤの 急 A 光線の 形の 紋章 

m , 

枉に して* ヒン デン ブルグ 元帥 も、 此の ナチ スの！ gw には 艇 1 ^したのであつた。 
1九三三年ネ1日-ヒンデンブルグ^^は-べルリンで*百萬の祀纪を啦にして、 

「iv 靼し た . o AV r は. ^ I の だ 丄 

i •歴史的な# 子 吼 をした ので あつた。 

ナチ X の 杖 幸 a ' , 例の 卍で あ る。 そ も-^-- 此の 卍は 何を シンボル L たもので * るか？ 

それは、 »; ?る «1 を卜ノボルして-轰.雅のギャ&叱した ^ |: 於£辦松：^った 



4 ” ♦… 



..•©である。 . * 

さて*がのナチ*の «; ての |(2 に » 3れて ^ るのは邮か,俯が*匕ットヲ-を，かくまでに穩 
好に した か？ w 

把 ||- に对て*フランスの ^ «? «! は- »- 」和った0 

ヒツトラ—とフランス 

フランスは^^航にはぎっちが‘つた鷇から：—ッふ篇に怯在 ^ それがヒンデ 
ン ブルダ S が 好餛- な t «r ®< f «' i し • £: にヒッ トラ-が 沿 f なる に f で， 正に 
重態と なりつ/* あ* 0〇 

wf ai T *- の フランスを o プ ラン ス は ガ髿“表哪 浮つ た ロシァと. そつと 手* 
jg らぅと して 居. はな. いか。 

M « i * L - » x 釈^^!、 »< 松_ »!; «: »*- け&フ5ンスの抝取^ど5でぁつたか-*札酡はフランスの 
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挪，职ひ «7 の^|めに*とんでもない、とば 0 ち^^食つたものだ0 

と 2'- ふのは-盔；ミゲ氍 «£ ' : ; 8 « 4^$|こかも， #: づ£"&では，」日 

ねには 縣に なって ぼ るが、 ぎには ザに も ■しなければ ならぬ と 式 ふことは ない と 信じて 届 
るし' «: 5?不谳な鄹跖に祀して、沉に 1: 4がが ^ 味ょく*シッべポしをダはして"居るのに艰釆し 
て 皆 た。 

そればかりではない、フランスは ^ 抓ィンドで那とぼふ寶物を東洋に持つて居るのである0 
だいらして* ^5: 撕邮 1: , も ^ -^ , ||撕レ ^ てもが亂"フランスは日本の立場を費せねばならぬ «* で 
あ 60 

“ るに，！： ^ 監氍 の^ 5ビ祀 て •ぁんな 鏨に f ので* るか 丨 
それは， 取 抓と して ナチ スの « r - 郎で ある。 ヒツ トラー の 私 權獲得 だつ た。 

1ンスは ^ 8? ^ の把默から、¥理ゃ〇に、 0 ,1 拟 |: 粃す，乂*んな齡 * | |: 出で.暗にナチ《 
のドィツに對して* 



r 取！! ^ , £:陂するものは*&取の公敵となるが*い、か，ょく知つて置け」 

\ V 

と示したかつたのである。 

この 影フランスでぁる。する *1 &す »1 、齡* ^ «? «7 の藍でぁつて'繫嫩 © 剛肥韶い’ 
HT IS ? 觀 . »^ もム’ 18 ; 紀 83? 、の *!!:' |1ゃポ-ランド6始ぬも*0ヵルノ磨1*柯敕&^, »^ 
じ矿*れば\%1^の 1«? 記デ纪に撕ぎないのでぁ5。 

しかも 1が.ポ-ランドは繫.ドィッ‘說黯.んで.フランスの职 *! ^ を1 »; 5| 
じ 3 せた® 

xs 、 ® i : * ヴ X 二 ス で* ヒツ トラー は ムツン リニと 密談を した。 

»** .012*ぎ ± ,= ^ , と怒とは.ォ-«--リァを. » , # ^ ^ する 3»; にこそ'觀は «|5 ぬし*それ 

» 

こそ和ボ 纪 剛野*る。しかし* ]!1 ; の駆さぇなかつたならばニ ^ に觀邮な'ボが尬 

ボ くのは 峨 ^^'の事苽だ^さぅなると—戢も恐れを爲すのが矢張—ヮランスである。 

此處に 挪つて.撕れる->のは藁をも»むのであ*^ 
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フランスは P シァに 色 服を使つたのである。 0 シァの籾，的ポ.それに 7 ランろの积- «; :^, 
B に 同病 相 憐れむ の！ g ffi c からだら 3 •松 ^： フランスと ロシァとは &1 刊 ^? |^も »^ |^しかねな、 
仲となつたやぅに ^: へられる。 

w MV o^ igiip u s*- .^ 

0 

フランスが 武器を 嫁入り 遒其 にして 丨 

「* たし* 二れ だけ 5¢ つてる から ^ ガ * i でせ ぅ」 

と*ロシァの婿 |: $笑すると、 0 シァの «? は- 
「い、とも*わしの武勇で，そのカを纪撣して見せる！」 

と •力む o 

一一 if 佝 かを 諷して 5 g るでは ないか。 

L 力 -o* ヒッ トラ一 は 堂々 と國 & として 乘 ぅ^した (7) だ0 

，ラン K なる も S. & 益の 獻ぃ こと 誤で ぁらぅ！ 



チス清 黨强行 



15 

A 

3 



が-此の ナチ' スの內にも-.不平 ^ 子がぁ 0 た。それは右真の國奶¥*ゲ|9ング氏のずゐ.0 8|? 
«* , 祀組_奶，此 *; 职 |^ »: : . す.0,ナチスの紀齡如刊％和 «:: 祀 «* の&.船でぁつた〇 
如|^|飢妮 © , 1对,は，この ^ 船 ^ 1 和か&*航 _ の|^を紀して-ドィッ断を撕 «, ( . 1 ;: ゃ->との 

覷 i •紀 町职配 の ヒット- フー でぁ 40 

を 把 教 t , 4と. lill!: 齡を ^■' れす- « pを fI , つて*•>ィッ Hf **■ *:t .iM'^して•ぺルリンのナfス 5!ii l^ 
び ^: ， ナチ Kni ¥11 纪レ —ム ft 1 - の^ e を 扣抓 3 1 せ • «; いて レ ームし 氏の t 孤 も扣邮 ? 1 

甘 ?: ® 

そして- SR lri iilN ォン •シ h 54へル抑 ?1- は如1£ |: 邮つた »?. 糾獻 1:'' 姬扣した 8 , '- »に机 « , , 3れ， 



t 
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同 夫人 も 重傷し •ヒツ トラ ーはレ 1<氏等七人の舊友を銑殺してしまつたのである。 

この、 ヒツ ♦ラ ーの强 行 手段に 對 して、 まだ 生きて 居た ヒンヂ ン ブル グ大統 領 は • 

「がは * 1 ら？れた撕 ||; の船妃 1: ょつて ,:. 3 «1 巧なる料齡 |: ょ5 $:. 下が »': 肥に4 &' 1 を船して紙て 

w m KS ^^ liol ^ r O ^ GnGJt ^ wo ^ . fr T ' u K ^ ^ plr Ki i - m ^ i ' flL ' l A ' G & t li n /: 

がはが7 |: 和以からの組那と如亂ゲ教 |'))1 ^'6」 

と • k w ^ i- nl k tz iai mi wm o feo 

»! %$ *: 配5阶めの紀 : ?- ; たる您把の||奶は，どぅなつたか？ 

それは，撕1に.ヒツト-フ—^1の此，4巧地 & 1 ' ^|叫し，郝ニ |: ヒツ--ラ~扣 » , : の & , » 4 を1 »^ 
が柳に し. 恥 三に， ヒット？— 配船の 和 1 g c ^ 

*! し-航 四に-ナチ K li w l : ^; け る^^^の射がが歡められ丨そのビ ^ 一厂れ^斯れに-知！！？ 
&|の «'* を »* , ぃて，ヒット-フ|の阳 # , 私たらしめ.郝六に纪 *? 紀の配船奶刊でぁ1 «; 化啪を私ぃ 

て， 1 ,: の «1? 批 |: , 、断^! .+:4 »6 , 纪 »? ぴ * 1 *5 «'' と «; 此3せた-0のでぁつて.纪々、ヒット5|^^奶紀似 

を 確 實 に した も 0) であつた0 
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を 確 實 にしたも 0> でぁつた。 

この *: ぁって ば *-- ヒッ上フ|の ^ 辦へは纪斷の §(!4 *? 私纪^6<紀の^||紀が* 6 ット5| 1: 似 

1 B を 誓 ふ電 船が， W つき- ^なしに來たのでぁつた。 

Kf wf w 妒 - Ar . , から w filrJ ^ Il ^ L fz Jlt '- CIt ^ w fii t ^ si^so 
一 •断班啦 #;. * , ; |±' 卅的啦を似て£ュンへンに拟て 3?;- ぎ * , の3|り »5 «2 1, , た0 

*T ヶ逛 1 f 教にょ nm- f Hr f の iV 雄 y— る れて f 

•. ン 

ところ，如擊隊の *? 咖，嫌挞*レ|ム氏は，これを助良じ，シユラ4へル將ぞと密かに關係ヒ結 
ぴ，レーム ^ 1 - は之が咐把祀として «!'- の1|^?^^動-衡 « , 和を职ひたるのみなら 1' ,ヒットラ| 
fti ffl? 0^ !. t ^i^>s35v A' y > , ^ «f © in ,- ^ iJ: 」ll A.i: «!) J : ^4 sli; A'' n r: *L A , L T: ^ l: ^ -r 4 xi' 
职は此 |: ぁる1ポ |41'-: が武は*その啦教纪 |: , - 4 ^ へ.0を肥て* %; の |: «) にも.また既 * , - のため |: 
t- これに 祀す る私射 «? をとらざるをがなか 0 仁0か-&批也1 |: , ^ 1 «1 < まれた6ぽ 3«: *1 のぼ «, ! . 
ヒットラ丨 |'.- 抓は三十的デ航こがボンょり « ,, |5 « , にて1ユン<ン |: 料0 ^ 船，^45制恭 *!: の尤 
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« tt を 叙 じ- また35 に ヮィ k ゼ ー に 赴き 殺 逆を 未然に 抑 8 したる が、 一方 同志は ダ ー リング 氏に 
桃し •ベルリンに f lt to と ^? # , ; の， 5 r 衝に 於 ^ 

? 

じた o 

ニ， なほ、 ヒット ラ丨^ s u l / IA ft ^ cn ^ ^ -^ u - c /w ^ ^ x ^ ^ ^ ti Kr - s ^ ttr ^ rl ^ l t. s 
と财に-その紀 (: ^&ざ5|^^| ^( 飢は-來 * , ; _纪び5|ょり1ポし、または犯#此祀すべき3 0* 
を^ ¢5 した。 

三 •抓 r の & li ^ i m r w ? n r o 「 ^ 恥 |_-< に1ぃて*奶把はぞ軋を、指すものと »:: し， |||1 ,: の^は 

' 

フラン ス を 指す ものと 能して 居る が、 その 孰れな り やは 現在のところ 判明し ない。 

ザ— ルの 人民に 呌ぶ 

% 

» • 

此の淸 黨强行 以後の ナチ スの陴 營は •どぅな つた か* この 强行あ つて 後 •ヒ ブト， 丨は、 ヒ ン 

ダン ブル グ ^ 耐の衝纪から-斯沿歉说别となってしまった。 
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で-八月 二十 六 1=夜*ラィンランドの勝地十：3械を以て有名なエ1 1/ ンプラィトシユタィン |:. 赴 

ぃて，ザ一ル如 «. , . 职和|^のだ 2 | «{ ©7 に松敗ヤ 6 @- : め，ラ.*'ォを 51 ? じて「ザールの“助ょ 1 說 
祀の & i l : Br れ！ J i ' m を 組った 。その _ 

纪 tt * # r が *; ってナチス上ドィッを攻華してゐるとすれぱパそれはナチス運動が租國の判益を死 

->• » 緲 , *• « •> tt A 簟 $ 簟 » *: fi lr 

守して*るからに他ならぬ，«際的¥ -[« 、財閥は何とかして，ドィッ |: 打擊を與へよぅと望ん 
でゐ 6 が* 余は これ 等 5 る さい 徙* に對 し， 毅然として， 

1 ?々、は何ものにも 04 せ-{^< 4 

t l : I 和 しょ. 7,オ柯な 0 ^ 部に，6、飢 *< は »!: じて配飢しなぃ，把 ^< の * ( 配が対きければ对きぃ 

齡孤バの加 «* ずして3;:く，.トィッ斯班は跑がに »! , て- ||' #' ; のぎ船を赴赋した孤り*^% «'- ?' 於 

. I 

間 榮えて 行く だら ぅ。 、 • 

ナチ K に呢 « 1 - を 献くザール“はね泡かる「ドィッ «; ぬ，1とチばれる纪职がなぃ、似やはヰリス 
卜を 賣つた ユ y 涔。 ユ ダの 背信 行爲に も拘は らす キリ k ト敎が 地上に 榮 えて 居ろ 通ゎ •ザー ル 
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^ tt ^ c ' ft * け 4 ぬ 揉 犯 抓に も 抓 はらず ナチ ス 此抓は 55 //( «f 大 す * だら 5 •ザ ール 人民 Jg JU ! 一 s 

m が， いょく «1 , 即に以るが »1 , が1舶すれば*似 *( は .|1-: がら|^を », : . 弧 + , るだらぅ，ド-'-ッ1 

- / . 

W は 所* 以黨の 如何を 問は す 一切の ザ一ル 人を 抱擁して 全 州 民の 協調 融和を 圖る であらぅ、 M !: 
に ザ— ル挪如 0* 1^ 邮が »* を^歡して-相^との|^附化妃を撕*0のが*ドィッ配阶の龙叱で 
ぁ今デ—ル即如がぽ紀剛挪は-如沢如呢一职哪一一把ばるず一の組纪でぁるが-この阶亂さへ 
解 把され* ぱ职搬 私 *!; 哪一一も-やがて妃の把ザか船むされ る こと ▲ならぅ o 
と云ふのであ 6 0 

一 ナチ ス陣 營强 化成る 

.一‘ I ^ 

I * ザ- s Ai ' Kt にず かけた ヒて ラ- u . tu tv ^ ni^es XJ mltff 



t wv\n I - -ta 9 # L,i «* 人 こ • a f>9i L V 1&A A • J- 1 

先づ 、ブロ シャ # » 邦航空扣のゲーリング将軍と，3*防相ブ0ンべルグ ^ ¥と、ナチス 0) 副® 
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«• ルドルフ •ヘス 氏を 「ナチ ス三； §烏」に任命した。 

こ n は* 职紀 を • 扣 55 と *; がと*^&の三っ |: ^^し* &? ^ に亂 ^ 4 る1挪の歡配はゲーリング 

製 iv fflt ilf に 器され f に T 、 影 鬆は •ブ S ベルグ 断 雜が 、影の ^ t 

をとると把に-纪紀ゃ麻阶に亂^-る把がの決定纪を乳へら乂そしてルドルフ-へ-ス副黨这は丨 
觀_を ** , 松されて*來私 », の » ? 飢を3がた以の.ナチス髮の監 1: 4 似ること、なった5で 

ある。 丨 

此に 於て • t ット 51 は •化の三だの.4に_んで、ー寸「三頭政治」に似た紐織を統べ*0こと 
となつ たので あ * c o 

aJJ v t ッ上フ ー の 「 »1 阶配ぞ」の？^如は «>, 挪され、いょく紀政の實をぁげんとして居る 
の だ。 

ナチ スの附积は ^ # つたのである。そして*ドィッの眼は何處へ注がれるか？ 



風樓に 滿 0 る 中欧 

3とし ^ 0こ飞は* *^ 阑を中公として*エストニァ*-フトヴイア、リスァニァのパルチツク三® 
ポ— ランド •ドイツ、 チ ヱツ コス ロバ キアの sw を 參加せ しめ やぅと した もので あつた。 

が、 これが、 齡す 6 に ^ 界&定をヵムフラージするものであると #|]? つた.ネ|ランドは、 -?- くも 
议 WI S 歒だつ 仁 ドイツと 提手 してし まつた。 

如 ^ ナチ スの *>ット ラ—：: ^紀抓から扣 ^ 和挈呢の犯职ビ觀粑して配り’那奶飯时加乂など 
は 反 札で ぁ 60 

は ^ -」 ドイッ e jlll'- xs と-鬆 您 駆の歡を纪ばなぃこと*齡いして’影を料レた©で 

あつた- 



處： ar ドィッの 參加は «望であり、しかも*歐^^と云ふものは、要するに队眾同肥のヵムフ 
5 丨ジ である 事が 判明して •英 闻の態度は*がらりと變つてしまつたのである0 

從つ て* ィタ リ ..の 態度 も 今も變化しやぅとして居り-フランスのヵムフラ—ジ紀は-们に纪 
敗に： 8 せんとして 居る ので ある。 

ヒットラーの-ナチスの、ドィッの *! 斯献のが沉に-以奶-が ^ 私の5ロ^^ »2 於 ^ 狀 « 0 奶 ± 1 
の復 ».- に職々恂々として* ^ 人を召し抱ぇるやぅな «» 持ちのフランス、.^や |8; 0と*ロシァを尤 
切に し、 之に 賴らん としつ、 ある、 その 緒 果は •どぅなる か？ , 
ムッ ゾ リニではないが、或は*明日の戰箠でなく*今 0* の |161 ||であらぅか？ 

とにかく、 世 ^ の 癌 •冲馱 をめ ぐつ て、 ヒッ トラー の 今後の 動きが* ナチ ス の 動きが •どぅな 
るか？ それは 速い 將來で はな <、1 <. 何かを坫せて<れるやぅな氣がする0 
お、！ 中歐に *雷阐正に來らんとして風播に «|" つるか !? 



摑め 、新しい 動きを！ 

パンフレツトの共同購入に就て 

社 分 成 «の 新ら しい 動きは、 新聞の ュユースでほ ^ 约”ますが’ ^ 承知の通り新間の報遒^^豪片的ご油 
略 1: 失し、市相の仝奴ル捆み»い«みがゎ9寰す。乙の不滿、充して<れるものは取行本ですが、琢行本は 
價が高<、 11 つ記述が钚 |« 煩多に«れ、1寸» 0 てみる氣 |: ならないのが终通であリ玄す0 

现代出«外の先锚を行<パン7レッ-ト£覿は、斩間と雄炫、乃至は雜»と 9 崧との間か行く忭»0もので 
Ea 述は油 《明快で解りが早<、價 ( 1 十3ニ十 0 (7) 廉價であ9ます*知嫌» |: 燃ぇ达る忙がしい人々の必 || す 
ベき 出版物であります C 

本肚は パ ，ノ 7 レットの || 門出饭肚と1て、ー涞の地步を占め、政治. |5 » *外交* '|1: 會，兵亊*曲味 |- わたり 
将来 务神外 樣の {'のを 出版す る 計！ 5でありまナから、何卒财爱« 0 稃を取ひ上げ>。旣に左阳の窨=1 ^ » 
行致してぱりますから、砷愛 ;« の牦を«ひ上げ表す0十邡以卜'_注文の方には稱引の特典がわ5ます。御申 

艙 次第 规定書 逸呈轚 しま マ。 (農藝 |1: ) 
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